
福井商工会議所では、そばとバール（酒場）を組み合わせた SOBARプロジェクト を展開しています。
本コーナーではSOBAR参加店舗から 店主おすすめの逸品そば をご紹介します。

そば処 おばちゃんの店

越前町にあるおばちゃんの店は地元食材をふんだん
に使った料理が自慢。400年の歴史を持つ今庄産のそ

ば粉を店内で製粉、手打ちをしており、挽きたて、打ちたて、茹
でたてで提供するこだわりよう。じっくり噛むと口いっぱい
に新鮮なそばならではの強い風味とコシが感じられる。また
「天ざるそば」は近くで採れた山菜をザクザク食感の天ぷらを
セットにした人気メニュー。これからの季節には、梅肉入りの
さっぱりとした「梅おろしそば」もおすすめ。地元の豊かな自
然が感じられるおばちゃんたちのあったかいお店です。

税込1,500円

税込1,950円

◉天ざるそば　税込1,800円

おろしそば、
百貴船 160ml、
厚揚げ焼

つるきそば佐佳枝支店

HPはこちら

住　　所：南越前町今庄 9-13
電話番号：0778-45-1144
定 休 日：火曜（祝日は営業）

南
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訪
記

ソバール
メニュー!

◉つるきそば　税込1,150円

SNS（営業日の案内）はこちら

住　　所：福井市順化 1-5-7
電話番号：0776-24-6352
定 休 日：日曜、月一回不定休

和42年の創業以来、約60年にわたり多くの人に愛され
ているつるきそば佐佳枝支店。店名を冠した「つるきそ

ば」は特に県外の人に人気の一品。福井県産を含む数種類のそ
ば粉をブレンドしたそばは艶やかな見た目とつるりとした喉
ごしが特長。辛めのおろしがよく絡み、山菜や天ぷらと合わせ
れば、違った味わいが楽しめます。更に、自家製の麺とつゆを
使ったラーメンやうどんも“通”のメニュー。変わらぬおいしさ
と気さくな店員さんの人柄に、常連客が多いのも納得です。そ
ば屋としては珍しく、朝9時過ぎからの営業。朝そばにもぜひ。

昭

あげおろしそば、
一本義 生貯蔵酒300ml、
福井産白山ポークの焼豚

ソバール
メニュー!
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月見御殿（頂上）近くの古戦場跡碑▶︎

▲海岸の絹掛崎から主郭（本丸）伝承地の月見御殿をみる、▲海岸の絹掛崎から主郭（本丸）伝承地の月見御殿をみる、
　要害ぶりがよくわかる　要害ぶりがよくわかる

　

金か
ね
が
さ
き

ヶ
崎
城
は
、
敦
賀
湾
に
突
き
出
た
岬

に
築
か
れ
た
山
城
で
、
古
く
か
ら
海
上
・

陸
上
交
通
の
要
衝
と
し
て
重
視
さ
れ
て
き

た
。
現
在
は
金
ヶ
崎
公
園
と
し
て
整
備
さ

れ
、
麓
に
は
金
崎
宮
が
鎮
座
し
て
い
る
。

　

そ
の
起
源
は
源
平
合
戦
の
時
代
に
遡
り
、

木
曽
義
仲
の
南
進
に
対
抗
す
る
た
め
平
氏

が
築
い
た
と
さ
れ
る
が
、
詳
細
は
定
か
で

は
な
い
。

　

こ
の
城
は
、
南
北
朝
時
代
に
は
南
朝
・

北
朝
両
軍
に
よ
る
激
し
い
攻
防
戦
が
繰
り

広
げ
ら
れ
、
戦
国
時
代
に
は
織
田
信
長
の

越
前
侵
攻
の
舞
台
と
も
な
っ
た
。

　

建
武
４
年
（
１
３
３
７
）、
足
利
尊
氏
に

追
わ
れ
た
新
田
義
貞
は
、
尊た
か
よ
し良
・
恒つ
ね
な
が良
両

親
王
を
奉
じ
て
一
族
と
と
も
に
金
ヶ
崎
城

に
籠
城
し
た
。
し
か
し
、
越
前
守
護
・
足

利
尾
張
守
（
斯し

ば波
）
高た
か
つ
ね経
率
い
る
幕
府
軍

の
大
軍
に
包
囲
さ
れ
、
兵
糧
も
尽
き
て
落

城
に
追
い
込
ま
れ
た
。
義
貞
は
弟
・
脇
屋

義
助
と
と
も
に
杣そ
ま
や
ま
じ
ょ
う

山
城
へ
脱
出
し
反
撃
を

試
み
た
が
、
翌
年
、
灯と

う
み
ょ
う
じ
な
わ
て

明
寺
縄
手
に
お
け

る
斯
波
軍
と
の
遭
遇
戦
で
討
死
し
た
。
そ

の
後
も
南
軍
は
義
助
を
総
大
将
と
し
て
抵
抗

を
続
け
た
が
、
北
軍
の
攻
勢
の
前
に
各
地
の

拠
点
は
次
々
と
落
城
し
、
義
助
は
美
濃
へ
敗

走
、
越
前
は
北
軍
の
支
配
下
に
入
っ
た
。

　

時
代
は
下
っ
て
戦
国
時
代
。
元
亀
元
年

（
１
５
７
０
）、
将
軍
足
利
義
昭
を
奉
じ
て
い

た
織
田
信
長
は
、
上
洛
命
令
を
無
視
す
る
越

前
の
朝
倉
義
景
を
討
伐
す
る
た
め
、
大
軍
を

率
い
て
越
前
侵
攻
を
開
始
し
た
。
朝
倉
氏
も

信
長
と
の
対
決
は
避
け
ら
れ
ぬ
と
見
て
、
敦

賀
の
金
ヶ
崎
・
天て
づ
つ
や
ま

筒
山
両
城
に
加
え
、
木
ノ

芽
峠
や
栃
ノ
木
峠
一
帯
に
防
備
態
勢
を
敷
い

て
い
た
。

　

４
月
20
日
、
信
長
は
徳
川
家
康
ら
と
の
連

合
軍
約
３
万
を
率
い
て
京
を
発
ち
、
若
狭
を

経
て
敦
賀
へ
進
軍
し
た
。
25
日
、
織
田
軍
は

敦
賀
の
東
に
位
置
し
、
金
ヶ
崎
と
尾
根
続
き

の
天
筒
山
城
へ
の
攻
撃
を
開
始
し
た
。
朝
倉

氏
は
金
ヶ
崎
城
と
連
携
し
て
防
戦
し
た
が
、

織
田
軍
の
圧
倒
的
な
兵
力
の
前
に
一
日
で
陥

落
し
た
。

　

天
筒
山
城
の
陥
落
に
よ
り
、
金
ヶ
崎
城
は

高
所
か
ら
見
下
ろ
さ
れ
る
不
利
な
状
況
に

陥
っ
た
。
翌
26
日
、
織
田
軍
が
金
ヶ
崎
城
へ

の
攻
撃
を
開
始
す
る
と
、
城
主
朝
倉
景
恒
は

戦
意
を
喪
失
し
降
伏
、
城
を
明
け
渡
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
信
長
は
敦
賀
の
要
衝
を
掌
握

し
、
一
乗
谷
へ
の
進
軍
を
計
画
す
る
が
、
予

期
せ
ぬ
事
態
が
発
生
す
る
。
同
盟
関
係
に

あ
っ
た
は
ず
の
近
江
の
浅
井
長
政
が
突
如
離

反
し
、
信
長
の
背
後
を
突
く
べ
く
出
陣
の
報

が
も
た
ら
さ
れ
た
。
信
長
の
本
隊
は
ま
だ
敦

賀
に
あ
っ
た
が
、
先
発
隊
は
す
で
に
木
ノ
芽

峠
を
越
え
て
お
り
、
朝
倉
・
浅
井
両
軍
に
南

北
か
ら
挟
撃
さ
れ
れ
ば
、
全
軍
壊
滅
は
避
け

ら
れ
な
い
危
機
に
陥
っ
た
。

　

こ
の
絶
体
絶
命
の
窮
地
に
、
信
長
は
即
座

に
撤
退
を
決
断
。
こ
の
退
却
戦
は
、
後
に

「
金
ヶ
崎
の
退の

き
口ぐ
ち

」
と
呼
ば
れ
、
信
長
の

生
涯
に
お
け
る
最
大
の
危
機
と
さ
れ
る
。

　

現
在
も
、
城
跡
に
は
山
の
地
形
を
巧
み
に

利
用
し
た
曲く
る

輪わ

や
堀ほ
り
き
り切
な
ど
の
遺
構
が
数
多

く
残
る
。
そ
れ
ら
は
、
南
北
朝
時
代
の
悲
劇

と
、
信
長
が
窮
地
に
陥
っ
た
緊
迫
し
た
歴
史

を
今
に
伝
え
て
い
る
。　

 （
文　

奥
山
秀
範
）

▲二ノ木戸跡

▲一ノ木戸跡付近の堀切


